



24 Hours-Energy Expenditure of Usual Activity for 
Some Normal Women (Part 1)

















































年齢 身長 体重 肥満度＊ 皮下脂肪厚 エネルギー所要量＊＊（kcal／tlay）性

























































































































































































































































































































































































































































































































































































a　趣味，娯楽 43±39 0 o
a　テレビ，読書 123±6454±3582士47
10．休撞（談話・仙） 132土40101土14131±7
＊RMRは沼尻らs）の値を用いた．
　　数の設定に難点が指摘されているが，VOz／HR
　　法によるエネルギー消費量推定値との関係から，
　　設定植として睡眠時心拍数÷O．9という数値の有
　　用性が示唆された。
　3）生活時間調査法によるエネルギー消費量予測値
　　は，睡眠時心拍数÷0，9という数値を採用した24h
　　－HRR法による予測値およびVO2／HR法による
　　推定値との間にいずれも正相関（P〈O．01）が認
　　められた。生活時間調査法によるエネルギー消費
　　量予測値は，生理的数値から得られたエネルギー
　　消費最予測値よりも約IO％程度低値となるが，充
　　分信頼できることが裏付けられた。
　終りに臨み，2軌一HRR法、エネルギー代謝に関し
て，種々御教示を賜りました国立栄養研究所　橋本勲
先生に厚く御礼申し上げます。また，VO2測定の機会
をお与え下さり，麺々御助言をいただきました新潟大
学教育学部　杉本英夫先生，ならびに御協力いただき
ましたミナト医科学巡の梨本忠行氏に深謝いたします。
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